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写

真

家

た

ち

の

日

本

紀

行

」
ロ
ケ

「写
真
家
た
ち
の
日

本
紀
行
」
は
、
衛
星
デ

ジ
タ
ル
放
送
局
「Ｂ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で
毎
週

土
曜
日
‐９
時
３０
分
～
２。

時
に
放
送
さ
れ
て
い
る

番
組
で
、
日
本
を
代
表

す
る
写
真
家
が
「未
来

に
残
し
た
い
情
景
」
を

テ
ー
マ
に
、
写
真
を
撮
影
。
日
本
の
美
し
い
情
景
を
、

映
像
と
写
真
で
紹
介
す
る
紀
行
番
組
で
す
。

今
回
鹿
角
に
訪
れ
た
写
真
家
は
、
長
倉
洋
海
さ

ん
。世
界
中
の
紛
争
地
で
生
き
る
子
供
た
ち
の
笑

顔
や
、
人
々
の
表
情
を
捉
え
続
け
て
い
る
報
道
写

真
家
で
す
。

番
組
で
は
０８
年
１１
月
１
日
と
８
日
の
２
回
に
か

け
て
＼
鹿
角
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
１
回
目
は
「人

の
輝
く
瞬
間
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
尾
去
沢
鉱

山
、
平
野
り
ん
ご
園
、柳
田
き
り
た
ん
ぼ
店
の
ほ
か
、

長
倉
さ
ん
も
以
前
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
花

輪
ふ
れ
あ
い
市
場
（朝
市
）
＼
後
生
掛
温
泉
が
ロ
ケ

地
に
な
り
長
倉
さ
ん
が
そ
こ
で
出

会
っ
た
人
々
の
笑
顔
、輝
く
瞬
間
を

写
真
で
切
り
取
り
ま
し
た
。
２
回
目

は
「秋
田
県
鹿
角
で
出
会
っ
た
６
人

の
子
ど
も
達
」
を
テ
ー
マ
に
＼
廃
校

が
間
近
に
せ
ま
っ
た
大
湯
小
学
校

田
代
分
校
中
滝
校
舎
を
舞
台
に
し
、

子
ど
も
達
の
一日
を
密
着
取
材
。ま

た
長
倉
さ
ん
に
よ
る
特
別
授
業
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

番
組
は
鹿
角
市
内
の
中
秋
の
情

景
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
、生

き
生
き
と
し
た
表
情
を
捉
え
た
長

倉
さ
ん
の
写

真
で
構
成
さ

れ
、
鹿

角

の

魅
力
が
十
二

分
に
表
現
さ

れ
た
内
容
で

し
た
。

今
や
子
供
達
の
み
な
ら

ず
幅
広
い
年
齢
層
に
大
人

気
の
「超
神
ネ
イ
ガ
ー
」
。大

好
評
だ
っ
た
テ
レ
ビ
シ
リ
ー

ズ
の
シ
ー
ズ
ン
２
は
、
「あ

き
た
観
光
地
大
決
戦
―
」
と

い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
通
り
、

秋
田
県
各
地
の
主
要
な
観

光
地
を
舞
台
に
ネ
イ
ガ
ー

達
ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍
を
描
き
ま
す
．

写真家 長倉洋海さん

いい旅夢気分
(テレビ東京)

2008角F 7月
突撃 1旅行de買い物
(TOKYO MX)
2009■三 3月
三井ヒューマンプロジェクト

(新聞広告)

その他＼映画の問合せ、
ロケハン等も
対応しました |
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秋
田
放
送
「超
神
ネ
イ
ガ
ー
」
ロ
ケ

鹿
角
地
域
で
は
、史
跡
尾
去
沢
鉱
山
と
康
楽
館
周

辺
が
ロ
ケ
地
と
な
り
、当
会
も
様
々
な
形
で
撮
影
を

お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
間
近
で
見
る
ネ
イ
ガ
ー
マ
イ

と
ホ
ジ
ナ
シ
怪
人
達
の
体
当
た
リ
バ
ト
ル
は
迫
力
満

点
、観
光
地
の
紹
介
に
も
な
る
番
組
の
主
旨
も
相
ま

っ
て
、当
会
ス
タ
ツ
フ
も
充
実
し
た
ロ
ケ
で
し
た
。


